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お客様の期待を上回る
製品・サービスの提供

私たちは、世界に通用する画期的な
オリジナル新薬を創出し、一日も早
く患者様にお届けすることを目指し
ます。

新薬創出への投資
重点領域における新薬の研究開発に継続的に投資します。

2021年3月、リオナ®錠250mgの鉄欠乏性貧血を新たな効能又は効果について、また、
コレクチム®軟膏0.5%の小児患者に対する用法および用量について、製造販売承認
事項一部変更承認を取得しました。
2021年6月、コレクチム®軟膏0.25%を上市しました。
2021年において、研究開発費として290億円を投じました。

人財への投資 私たちは、FIC（ファースト・イン・ク
ラス）創薬に貢献し得る人財の育成
に努めます。

倫理意識の醸成
患者様を救うという使命感・倫理意識をもった人財を育成するために、社内
啓発活動「患者様の事を徹底的に考える会」において、医療現場と交流し、
患者様の医療ニーズを追求し続けます。

2021年において、「患者様の事を徹底的に考える会」にファシリテーターとして参加(社
員11名)し、医療関係者へのインタビューや、社内でのオンライン啓発イベントを実施
しました。

地域社会への貢献*
包摂的かつ持続可能な地域社会の発展を目指し2015年から2030年の間
に、600億円の投資を行い、従業員が30万時間のボランティア活動に従事
することを目指します。

2015年より、地域社会へ446億円を投資し、従業員は勤務時間内に164,280時間
のボランティア活動に従事しました。

製品の安全性と責任 私たちは、患者様に安全な薬をお届
けするために、関連法規や業界基準
を遵守して事業活動を行います。

責任ある販売情報提供活動
医療関係者の方々に、医薬品に関する最新かつ正確な情報をお伝えするた
めにMR（医薬情報担当者）への教育等を継続的に実施します。

在籍するMR全員に、毎月１回e-learningによる研修受講を必須としており、全員が
受講しています。

温室効果ガス排出量
2030年までに事業活動由来の温室効果ガス排出量を2015年比31%削減
します。

2015年比で事業活動由来の温室効果ガス排出量を11%削減しました。

なお、2022年2月の「JTグループ環境計画2030」の更新に伴い、以下の通り目標を
更新し、その進捗については、2023年より開示する予定です。
JTグループとして掲げている環境計画2030のGHG削減に貢献します。

（Scope1&2：2019年比47%削減、Scope３ カテゴリ１：2019年比28%削減）

* 「地域社会への貢献」における目標はグループ全体の目標。

医薬事業におけるサステナビリティ
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事業活動由来の温室効果ガス削減率 -31%
-11%
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ボランティア活動従事時間 300,000
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